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 1. オンライン・ハイブリッド会議サービス　〜 2022.3.31  ※年末年始休館日を除く 

 2. スペシャルプラン　〜 2022.2.28  ※年末年始休館日を除く

各プランについては大学セミナーハウスHP　→「宿泊プラン」をご参照ください。

　　　　　　

各種利用プランのご紹介

 3. 通年実施プラン

対象 宿泊をともなうすべてのご利用

料金 宿泊室の割増料金なし、セミナー室利用料金が半額

対象 日帰り、宿泊ともなうすべてのご利用

料金 音響・映像機器等のオンラインミーティング用機材を無料貸し出し

宿泊室、セミナー室 ゆったりご利用プラン

オンラインミーティング体験プラン
機材（無料）、セッティングサービス

宿泊をともなうご利用者に、すべてのお部屋タイプが割増料金なしで１名もしくは２名にて
利用いただける、かつセミナー室利用料金が一律半額となる、大変お得なプランです。
３密を避けて広めのお部屋を利用ください！

当施設でオンラインミーティングを実施されるご利用者にオンライン機材（ハイブリッド対
応）を一式無料で貸し出しいたします。（台数に限りあり）ぜひこの機会にご利用ください！

■セッティングは大学セミナーハウスが行います。
■貸し出し機材
音響機材（スピーカー兼音響調整器、拡張マイク 5 台、ワイヤレスマイク 2 本）映像用機材（カメラ、
三脚、スイッチャー）運用パソコン

対象 宿泊を利用日の 2 か月前からご予約
いただく団体（15-200 名）

料金 1泊
おひとり様  税込3,300 円〜 4,950 円 

キャンセル優遇規定適用
学生向け
遠征宿泊プラン 

長期滞在プラン

スポーツ大会や音楽イベントなどの各種競技
会参加の学生の皆様にご利用いただける、お
得な宿泊プランです。大会開始後の競技結果
により宿泊を取り消す場合「キャンセル優遇
規定」を適用いたします。
引率・応援の保護者様向けの料金も用意して
おりますので併せて利用ください。

対象 日本国内に短期留学する
学生及び教職員

料金 1泊（食事なし）
おひとり様  税込1,650 円〜 2,200 円

対象 6泊7日以上連続で
宿泊を希望される方

料金 1泊（食事なし）
おひとり様  税込1,650 円〜 2,750 円

留学生短期滞在
応援プラン

海外から東京都（特に多摩地域）及び近郊の
大学に短期留学する学生・教職員の皆様向け
に、大学セミナーハウスの客室で格安ステイ
を実現する特別割引料金プランです。
留学生、研究員の受け入れ予定がある大学の
担当部局、先生方からのお問い合わせをお待
ちしております。

提供するお部屋は国際館アネックス。建物内
には共同で利用できるキッチン、洗濯機など
を備えています。長期合宿、研修、出張等で
ご利用ください。
備品等

【無料】冷蔵庫、デスク、イス、ユニットバス、流し、WiFi
【共用】キッチン（ガスレンジ、電子レンジ）洗濯機、　
　　　  テレビ、駐車場、駐輪場

【有料】乾燥機（100 円 /30 分



千人会通信
       会費をありがとうございました

            2020年8月～2021年9月（敬称略） 9月 村上陽一郎、末松安晴、井出久登、松尾秀雄
10月 酢屋善元、川鍋正敏、村上 健、白井克彦、竹村憲郎 11月 城 謙輔、熊川 忠、伊藤一郎

3月 勝見允行、小幡史朗、絹川正吉、柴田泰比古、磯 直道、小林一彦、檜田 信男、柳父圀近
4月 水谷眞智子、松澤通生、海老根宏、小場瀬純子、太田正孝、犬塚　博、鳥海保子、瀧口俊子、金子六郎

2月 肥前榮一、秋間 実、泉 敏彦、高松正昭、佐藤 光、仙田 哲、飯野訓征、森 久、宮腰 賢、島田治夫

12月 三浦永光、小谷正博、松本幸一、稲持教昭、中野斉子、有山正孝、三浦安子、福井憲彦、横沼健雄、堀井啓幸、鈴木俊和、麻生 幸、
檜田信男、厚東偉介、出光直樹、池井 優、大澤恵美子

1月 海老澤信一、松山正男、佐藤音彦、蓮見音彦、川﨑正三、北原文雄、新保清子、小場瀬令二

（千人会：大学セミナーハウス運営支援団体 1967年設立）

千人会は、大学セミナーハウスを支えるための個人からなる後援組織とし
て発足しました。大学セミナーハウスは、今後も単なる宿泊施設としてで
はなく、大学間の壁を越えた知的出会いの場として、また、地域の人々や
社会人にも開かれた研修施設として、さらなる発展をめざしてまいります。
千人会にご関心を寄せていただけましたら、ぜひお問合せください。

「人の善意によって経営が支えられるということは最も理想の形態である」
ー千人会第 1 号会員故山内恭彦先生（理学博士・東京大学名誉教授）ー

千人会のご案内
千人会会費
A 会員　年額 10,000円　Ｂ会員　年額 5,000円
C 会員　年額  3,000円　終身会員    100,000円
お問合せ先
総務部　TEL   042-676-3081
            FAX   042-678-4734
            MAIL soumu-g@seminarhouse.or.jp

〇 大学セミナーハウスの益々のご発展をお祈り申し上げます。得田保雄
〇 学生時代、ゼミの合宿で利用してから、半世紀以上になります。コロ

ナ禍の中ですが、無事に誕生日を迎えることができました。現在の大
学生に同情しますが、一日も早く、セミナーハウスでの合宿ができる
ことを祈ります。新井勝紘

〇 暑さとコロナ禍のさ中、セミナーハウスにかかわる皆様のご健康を祈念
しております。荒川由美子

〇 一層の発展を祈念しております。栗原 裕
〇 84 歳になりました。二つ癌を抱えながら結構しぶとく生きてゐます。

文明の利器 ZOOM のお蔭で、セミナー、講演会、会議など、躊躇な
く引き受けております。村上陽一郎

〇 名城大学松尾ゼミの夏期合宿はやむなく中止といたしましたが、苦し
い時期をのりこえて笑顔での再会の日が来ることを信じています。 
松尾秀雄

〇 公益財団法人「祈月書院」のキャンセルは残念でしたが、次回はよろ
しくお願い致します。村上 健

〇 2 年前に介護付老人ホームに入居しており、銀行などに 1 人で自由に
行けません。それ故、この振込をもって、千人会を退会させて戴きた
く存じます。竹村憲郎

〇 誕生日のお祝いの言葉をいただきありがとうございました。熊川 忠
〇 コロナ禍の１年でしたが、セミナーハウスの爽やかな空気を思いつつ、

皆様の御平安をお祈り申し上げます。三浦安子
〇 今年もなんとか誕生日を迎えることが出来ました。感謝です。セミナ

ーハウスのご発展を祈っております。横沼健雄
〇 バースデイカードをありがとうございました。コロナ禍ゆえに宿泊し

てゆっくり勉強してみたいです。堀井啓幸
〇 2021 年 3 月末日をもって中京学院大学も退職します‼長らくお世話

になりました‼セミナーハウスのご発展を‼ 厚東偉介
〇 少額ですが、どうぞお役立てください。出光直樹
〇 東京都歴史的建造物認定のセミナーハウス本館 3 階には、かつて寄贈

した油絵があり、先日その絵と再会してきました。絵の場所は島根県
出雲。その地に立つ日御碕です。出雲は縁結びの出会いの地。人と人
との出会いはセミナーハウスと一緒です。   海老澤信一

〇 １月１７日で 101 歳を迎えます。少し長く生きすぎたような気がし
ております。セミナーハウス、会友の皆様のご健勝、ご発展を祈りま
す。私は目下健康です。北原文雄

〇 会費を変えさせていただきました。秋間 実
〇 50 年以上も前に、染谷先生の大学院の合宿セミナーで利用させてい

ただいたことをなつかしく思い出しています。変化の激しい時代だか
らこそ、「学ぶこと」の重要性を再認識しております。高松正昭

〇 セミナーハウスの思い出を忘れません。佐藤 光
〇 この 3 月で定年退職となります。ゼミナールの第二期生から最後の

第 39 期生までの全学年が大学セミナーハウスで合宿をしました。
OB、OG 共有の思い出が出来ました。ありがとうございました。

　  森 久
〇 ご案内ありがとうございました。宮腰 賢
〇  学問の府、真理探究再び人間とは何か、人類が進むべき道を思い出す

努力を続けていきたいと思います。物質優位の宇宙、この宇宙におい
て物質が生まれ、生命が生まれ、その中で精神性を築きあげている人
類は大きな岐路に立っていると思います。命ある限り、新しい道を考
えていきたいと思います。小林一彦

〇 健康で誕生日を迎えることに幸せを感じてます。この世に誕生して、
30000 日を生き抜くことを目標にしています。体調管理が日々、自
分自身に問われてます。学術会議の時の権力に距離を置く伝統が保
たれることを祈ってます。太田正孝

〇 コロナ禍で運営が難しい面があると拝察致しますが、今後もご発展を
お祈り申し上げます。犬塚 博

〇 96 歳となります。昔々、学生・院生の研究開始のプレゼンに毎年利
用させて頂き、大きな成果を上げました。本年をもって退会させて
頂きます。本会の益々の発展をお祈りいたします。  金子六郎

〇 今年度で退会させていただきます。  朝野洋一
〇 昨年 3 月で 45 年間の大学教員生活から完全に離れました。還暦後に

また干支が一巡しました。西澤宗英
〇 大学セミナーハウスの益々のご発展をお祈りします。得田保雄
〇 学生さんたちは実験は週２回半日ずつだけ大学構内で行い、ミーテ

ィング、セミナー、学会発表その他の大部分はオンラインでという
毎週々々をこれほど長く続けることになろうとは思いませんでした。
まずは医療機関の皆様の危険や過負担を減らせるようにと願ってい
ます。上野芳康

〇 大学セミナーハウスが知的触れ会い、人格形成の場としてますます発
展されますことをお祈りいたします。松島 恵

〇 コロナ下で八王子まで行けません。セミナーハウスの皆様のご健勝を。
荒川由美子

〇 大学時代のゼミで利用してから半世紀以上となり、今夏喜寿を迎えま
した。現在、『府中市史』『狛江市史』に取り組んでいます。

     新井勝紘
〇 一層の発展を祈念しております。栗原 裕
〇 思ひもかけず 85 歳を迎えました。細々と仕事を続けてゐますが、老

害にならぬやうに留意したいと思います。時節柄、皆様お大切に。
村上陽一郎

会員からのメッセージ （敬称略）

得田保雄、新井勝紘、國岡昭夫、山田耕司、村田光二、荒川由美子、
平野由紀子、栗原 裕、太幡祐己8月

7月 慶谷伸代、得田保雄、金谷 憲、上野芳康、松島 恵、小川信子、古本邦枝、小池 滋

5月 加藤晴久、伊藤意智郎、朝野洋一 6月 西澤宗英、中村幸安、安宅光雄、小倉充夫、石川達雄

8月 村田光二、山田耕司、荒川由美子、栗原 裕、新井勝紘
9月 村上陽一郎、井出久登、並木信一、末松安晴、岩崎征人、瀬戸岡紘

秋山 仁、狩野紀昭、寿岳 潤、長谷川瑞穂、本田 誠、渡辺禮子終身会員



法人ニュース

第34回理事会報告（2020年度第2回）Zoom 会議
１．2021 年度事業計画（案）について
２．財産の取得について

2020 年11月16 日開催

第36回理事会報告 (2021年度第1回) Zoom会議
１．2020 年度事業報告 ( 案 ) について
２．2020 年度決算書 ( 案 ) について
３．2021 年度第 1 回評議員会の開催について
４．評議員候補者の選定について ( 新任 1 名、補充 2 名 )
５．2021 年度年会費の減額申請について
６．公益財団法人大学セミナーハウス留学生会館運営規定の改 
      正について

2021 年6 月2 日開催

第37 回理事会報告 (2021年度第2回) Zoom会議
１．理事長、館長、専務理事及び常務理事の選定及び業務執行
      分担 ( 案 ) について
２．専務理事の報酬について
３．基本財産の変更
４．公益財団法人大学セミナーハウス事務組織規定の改正につ
      いて
５．事務局長の選定について

2021 年6 月30 日開催

第35回理事会報告（2020年度第3回）Zoom 会議
 １．2021 年度収支予算 ( 案 ) について
２．2021 年度事業計画の一部修正について

2021 年3 月8 日開催

第14回評議員会 (2021年度第1回) Zoom会議
１．2020 年度事業報告 ( 案 ) について
２．2020 年度決算書 ( 案 ) について
３．任期満了に伴う理事の選任について
４．評議員の選任（新任 1 名、補充 2 名）

2020 年6月30 日開催

第2回協力会員協議会運営委員会
( 大学セミナーハウス運営委員会 ) 実施報告
 Zoom会議

2021 年10 月22 日開催

第 36 回理事会が 2021 年 6 月 2 日 ( 木 )ZOOM にて開催され、上記議
案について滞りなく承認された。　　　　　　　　

「2020 年度事業報告」及び「2020 年度決算書」について 6 月 30 日
開催の評議員会において審議・決定される。

第 37 回理事会が 2021 年 6 月 30 日 ( 木 )ZOOM にて開催され、上記
議案について滞りなく承認された。

第 35 回理事会が 2021 年 3 月 8 日 ( 月 )ZOOM にて開催され、上記議
案について滞りなく承認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「2021年度収支予算書・事業計画」については、大学セミナーハウスの
ホームページ［法人のご案内］⇒［情報公開］⇒［事業計画 / 収支予算書］
をご覧ください。

第14回評議員会が2021年6月30日(水)、ZOOM会議にて開催され、
上記議案について滞りなく承認された。

「2020 年度事業報告・決算書」については、大学セミナーハウスホーム
ページ［法人の案内］⇒［情報公開］⇒［事業報告 / 決算報告］をご覧
ください。「理事・評議員」については、大学セミナーハウスホームペ
ージ［法人の案内］⇒「役員名簿」をご覧ください。

2021 年 10 月 22 日 ( 金 )　15 時 00 分から 16 時 30 分　ＷEB 会議
（Zoom）にて、40 会員中 22 会員 ( 協力会員 17、準協力会員１，賛助
会員４) にて開催され情報交換がなされた。
セミナーハウス側から理事長、館長、専務理事、業務責任者及び事務ス
タッフ計 9 名が参加した。

第 34 回理事会が 2020 年 11 月 16 日 ( 月 )Zoom にて開催され、上記
議案について滞りなく承認された。「2021 年度事業計画」については、
大学セミナーハウスのホームページ [ 法人のご案内 ] ⇒ [ 情報公開 ] ⇒ [
事業計画／収支予算書 ] をご覧ください。

 理事・監事・評議員一覧

 理事（11 名）

 監事（2名）

 評議員（15 名）
評議員会議長：鷲山 恭彦 (元東京学芸大学学長 )
評 議 員：大井 孝      （一般社団法人日米協会理事）
　　　　　  小川 哲生 *   （明星学苑顧問）
　　　　　 小畑 秀文     （東京農工大学名誉教授 / 元国立高等専門学校理事長）
　　　　　  佐久間 勤     （上智学院理事長）
　　　　　  篠田 節子   （作家）
　　　　　  蓼沼 紘一   （元一橋大学学長）
　　　　　  長谷山 彰   （ 元慶應義塾塾長）
　　　　　  日比谷 潤子（元国際基督教大学学長、聖心女子学院常務理事）
　　　　　  光田 明正 *    （長崎外国語大学名誉学長）
　　　　　  村田 雄二郎（東京大学名誉教授 / 同志社大学教授）
　　　　　  村松 眞貴子* （八王子市学園都市文化ふれあい財団理事長）
　　　　　  八木 敏郎     （多摩信用金庫理事長）
　　　　　  吉岡 知哉     （元立教大学総長 / 日本学生支援機構理事長）
　　　　　  渡邊 啓貴    （東京外国語大学名誉教授 / 帝京大学教授）

理 事 長：荻上 紘一   （元東京都立大学総長 / 元大妻女子大学学長）
館  長：鈴木 康司　（元中央大学学長）
専務理事：外村 幸雄　（元中央大学広報室長）
常務理事：白井 克彦　(元早稲田大学総長 )
理 事：大橋 隆哉 *（東京都立大学学長）
　　　　　大場 昌子　（元日本女子大学学長）
　　　　　落合 一泰 *（明星大学学長）
               畑山 浩昭 * （桜美林大学学長）
　　　　　増田 正人　（法政大学教授）
　　　　　室伏 きみ子 （元お茶の水女子大学学長）
　　　　　  山本 眞一 *（筑波大学・広島大学・桜美林大学名誉教授）

監　　事：冲永 佳史    （帝京大学理事長・学長 )
 　　　　　  馬場 善久   （創価大学学長・副理事長）

第 14 回評議員会 (2021 年度第 1 回）にて新たに 4 人の理事、
3 人の評議員が選任されました。
                                               2021年6月30日現在　* 新任

＜参加会員一覧＞
協力会員
   国立 東京工業大学
   国立 東京外国語大学
   国立 東京学芸大学
   国立 東京農工大学
   国立 電気通信大学
   国立 一橋大学
   私立 桜美林大学
   私立 国際基督教大学
   私立 上智大学
   私立 創価大学
   私立 中央大学
   私立 東洋大学
   私立 日本女子大学
   私立 明星大学
   私立 立教大学
   私立 早稲田大学
   私立 東洋英和女学院大学
準協力会員 
   私立 白梅学園短期大学
賛助会員 
   安藤物産株式会社
   多摩信用金庫
   相羽建設株式会社
   ハウスコム株式会社



宿泊事業報告

SPA 報告

 ◆ 2020 年度宿泊利用者数  2,244 人  ◆ BBQスクエア新規オープン

 ◆大型換気装置を講堂に設置

 ◆ドローン利用のご案内

　2020 年度の宿泊利用者数は 2,244 人で、前年度の 26,605
人と比較して 24,361 人の減少でした。新型コロナウイルス感
染拡大により年間通して宿泊利用状況は回復しませんでした。

　DiningHallやまゆりテラス下に今秋「BBQスクエア」がオー
プンします。場所は南側斜面に面した緑溢れるエリア、一角か
ら富士山も望めます。ゼミ合宿、研修に合わせて楽しいひと時
をお過ごしください。

　新型コロナウイルス感
染防止対策の一環とし
て、講堂に大型の換気装
置を設置しました。1 時
間に 2.7 回空気が入れ替
わります。

　大学セミナーハウス
は、国土交通省が定めた
無人航空機飛行禁止エリ
ア（DID 地区 / 人口集中
地区）外にあり、都心か
ら 1 時間程度とアクセ
スも良好です。
　 こ の 立 地 を 活 か し、
2021年度よりドローン
飛行用施設として本格的
にご利用いただけるよう
になりました。

　2020 年度の営業日数は 360 日で、宿泊室（宿泊定員 273 人）
の年間平均稼働率は 2.3％でした。

 ◆宿泊の年間稼働率は 2.3%

SPA（セミナーハウス・プロジェクトアドベンチャー）は、大学セミ
ナーハウスが提供する体験型の学習プログラム。メンバーと一緒に
さまざまな課題を解決しながら、組織として問題を解決する力を育
みます。2019 年度参加者 494 名のアンケートでは満足率 99％の
結果でした。

e ラーニング報告
「e ラーニングによる教員免許状更新講習」に本年度より新たに 2 講
習が追加となります。

　●社会に開かれた幼児教育【選択必修領域】【選択領域】
　　　講師：宮里暁美（お茶の水女子大学特任教授）
　●子ども一人一人の理解と子ども観の形成【選択領域】
　　　講師：浜口順子（お茶の水女子大学教授）

募集開始：12月16日　開講 12月 20日（予定）

 ◆区分利用状況　　　                                             2020 年度

宿泊延べ利用人数全体に占める区分別の構成比は表に示す通り
です。

        年度
 区分

2020年度 2019年度

宿泊延べ人数 構成比 宿泊延べ人数 構成比

会員校 681 30.4% 10,128 38.1%

一般校 815 36.3% 10,146 38.1%

社会人 748 33.3% 5,861 22.0%

主催セミナー 470 1.8%

合計 2,244 100.0% 31,903 100.0%
収容人員 273 人 273 人
年間稼働日数 360 日 360 日
年間収容定員 98,280 人 98,280 人

年間稼働率 2.3% 32.5%

宿泊延べ人数表

どちらかというと
満足22%

どちらかというと不満
1%

参加者 494名アンケート
不満 0%

満足
77%99% の満足率



セミナー事業報告
 　2020 年度主催セミナー実施報告

 2021年度主催セミナー実施報告

■ 第10 回新任教員研修セミナー ■ 古田武彦記念古代史セミナー 2020

■ 第2 回アメリカセミナー

■ 第11回新任教員研修セミナー

■ 第 41回大学職員セミナー

テーマ：アクティブ・ラーニング、その導入から深化へ
　　　　－ オンラインでも学び続けるチャレンジ –
開催日：2020 年 8 月 31 日 ( 月 ) 〜 9 月 1 日 ( 火 )
会　場：Zoom ミーティングルーム
共　催：公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩
参加者：36 名 15 校

テーマ：「邪馬台国」はなかった
　　－ Revisited and Further Developments –
開催日：2020 年 11 月 14 日 ( 土 ) 〜 15 日 ( 日 )
会　場：大学セミナーハウス、Zoom ミーティングルーム
共　催：多元的古代研究会  東京古田会  古田史学の会　
　　　　 古田史学の会・東海
参加者：54 名（会場参加者 28 名・オンライン参加者 26 名）

テーマ：転換期のアメリカ未来を探る
開催日：2020 年 10 月３日（土）
会　場：Zoom ミーティングルーム
参加者：71 名 10 校、（内社会人 3 名）

テーマ：With/After コロナ時代のアクティブ・ラーニング
開催日：2021 年 8 月 29 日 ( 日 ) 〜 8 月 31 日 ( 火 )
会　場：Zoom ミーティングルーム
共　催：公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩
参加者：36 名 15 校

参加大学：愛知東邦大学 1 名、 沖縄県立看護大学 5 名、沖縄国際大学 2 名、駒
澤大学 1 名、弘前医療福祉大学 1 名、国士館大学 3 名、駿河台大学 5 名、前橋工
科大学 1 名、創価大学 7 名、大阪物療大学 2 名、中央大学 1 名、東洋大学 1 名、
日本薬科大学 1 名、防衛大学校 2 名、明星大学 2 名、ものつくり大学 1 名
運営委員： 菊地 滋夫（委員長 / 明星大学学長補佐・人文学部教授）
　　　　　  諏訪 茂樹（東京女子医科大学看護学部准教授）
　　　　　  福山 佑樹（関西学院大学ライティングセンター准教授）
　　　　 　 藤井 恒人（東京農工大学グローバル教育院教授）
               伏木田 稚子（東京都立大学大学教育センター准教授）
講　　師：諏訪 茂樹（東京女子医科大学看護学部准教授）
　　　　　 藤井 恒人（東京農工大学グローバル教育院教授）
　　　　　 福山 佑樹（関西学院大学ライティングセンター准教授）
　　　　　 榊原 暢久（芝浦工業大学教育イノベーション推進センター教授）
　　　　　 菊地 滋夫（明星大学学長補佐・人文学部教授）
　　　　　 伏木田 稚子（東京都立大学　大学教育センター准教授）
　　　　　 村山 光子（明星学苑府中校事務長）

実行委員： 荻上 紘一（実行委員長）
　　　　　  大墨 伸明、荻野谷 正博、橘高 修、竹内 強、西坂 久和、
　　　　　  冨川 ケイ子、和田 昌美
来　　賓：杉田 啓三氏（ミネルヴァ書房社長）
　　　　　 古田 光河

参加大学：クイーンズランド大学１、神戸大学大学院１、國學院大学 1、国際
基督教大学 26、創価大学 16、高千穂大学 20、中央大学 1、東京都立大学１、東
京大学 1、社会人 3
運営委員： 三牧 聖子（委員長 / 高崎経済大学経済学部国際学科准教授）
　　　　　  前田 幸男（創価大学法学部教授）
　　　　　  五野井 郁夫（高千穂大学経営学部教授・
　　　　　　　　　　　　国際基督教大学社会科学研究所研究員）
　　　　 　 峯村 健司（朝日新聞編集委員「外交・アメリカ中国担当」・
　　　　　　　　　　　　北海道大学公共政策学研究センター研究員）
講　　師：三牧 聖子（高崎経済大学）
　　　　　 前田 幸男（創価大学）
　　　　　 五野井 郁夫（高千穂大学）
　　　　　 峯村 健司（朝日新聞）

参加大学：岩手県立大学 1 名、高知県立大学 3 名、国士舘大学 4 名、駿河台大
学 9 名、前橋工科大学 2 名、創価大学 1 名、大阪物療大学 2 名、中央大学 2 名、
天理医療大学 1 名、福島大学 1 名、防衛大学校 1 名、明星大学 3 名
運営委員： 菊地 滋夫 （委員長 / 明星大学学長補佐・人文学部教授）
　　　　　  諏訪 茂樹（東京女子医科大学看護学部准教授）
　　　　　  福山 佑樹（関西学院大学ライティングセンター准教授）
　　　　 　 藤井 恒人（東京農工大学グローバル教育院教授）
               伏木田 稚子（東京都立大学大学教育センター准教授）
講　　師：諏訪 茂樹（東京女子医科大学看護学部准教授）
　　　　　 藤井 恒人（東京農工大学グローバル教育院教授）
　　　　　 福山 佑樹（関西学院大学ライティングセンター准教授）
　　　　　  田原 真人（IAF JAPAN 理事、参加型社会学会発起人、
                                デジタルファシリテータ）
　　　　　 榊原 暢久（芝浦工業大学教育イノベーション推進センター教授）
　　　　　 菊地 滋夫（明星大学学長補佐・人文学部教授）
　　　　　 伏木田 稚子（東京都立大学　大学教育センター准教授）
　　　　　 村山 光子（明星学苑府中校事務長）

    詳細▶

    詳細▶

    詳細▶

    詳細▶

    詳細▶

テ ー マ： 新 型 感 染 症 時 代 の 大 学 マ ネ ジ メ ン ト　　　　　　
-コロナ危機で変わりゆく大学の姿とマネジメント課題を考える -
開催日：2020 年 10 月 31 日 ( 土）
会　場：Zoom ミーティングルーム
参加者：18 名 16 校

参加大学：國學院大學、関西外国語大学、関西国際大学、京都橘大学、女子栄
養大学、創価大学、相模女子大学、筑波技術大学、中央大学、東北学院大学、東
洋大学、立正大学、山梨学院大学、早稲田大学
企画委員： 近藤 清之（委員長 / 法政大学常務理事）
　　　　　  青木加奈子 （新島学園短期大学事務長）
　　　　　  加藤 毅（筑波大学大学研究センター准教授）
　　　　 　 神山 正之（立教大学キャリアセンター事務部長）
               黒田絵里香（慶應義塾総務部課長・協生環境推進室事務長）
ファシリテータ：
　　　　　田中 一平（法政大学総長室付教学企画室）
　　　　　 黒田 絵里香（慶應義塾大学総務部課長・協生環境推進室事務長）
　　　　　 小池 ゆり（中央大学総合戦略推進室副課長）
基調講演： 加藤 毅（筑波大学大学研究センター准教授）

※ 2020年度予定されていた「憲法を学問するⅤ」「第９
回 EU セミナー」「世界の中の中国と日本 現代中国理解Ⅲ」
は、コロナ禍のなか、やむなく非開催となりました。

古田武彦記念古代史セミナー 2020

第 3 回アメリカセミナー

第 11 回新任教員セミナー



■ 第9回 EU セミナー ■ 第3回アメリカセミナー

テーマ：EU の連帯とコロナ危機
開催日：2021 年 9 月 25 日（土）〜 26 日（日）
会　場：Zoom ミーティングルーム
後　援：駐日欧州連合代表部
参加者：56 名 8 校

テーマ：コロナ禍が変えるアメリカ、世界
開催日：2021 月 10 月 16 日（土）
会　場：Zoom ミーティングルーム
参加者：32 名 16 校（内社会人 6 名）

参加大学：青山学院大学 1 名、白百合女子大学 1 名、都留文科大学 1 名、帝京
大学 11 名、東洋英和女学院大学 6 名、日本大学 14 名、立教大学 13 名、早稲田
大学 9 名
企画委員兼講師：
　　　　　  太田 瑞希子（日本大学経済学部准教授）
               小久保 康之先生（東洋英和女学院大学国際社会学部長・教授）
　　　　 　 武田 健（青山学院大学国際政治経済学部准教授）
　　　　　 田中 素香（中央大学経済研究所客員研究員・東北大学名誉教授）
　　　　　 中西 優美子（一橋大学大学院法学研究科教授）
　　　　　  福田 耕治（早稲田大学政治経済学術院教授）
　　　　　 蓮見 雄先生（立教大学経済学部教授）
　　　　　渡邊 啓貴先生（委員長/帝京大学法学部教授、東京外国語大学名誉教授）
特別後援：  駐日欧州連合代表部副代表・公使 Mr. Haitze Siemers（ハ  
               イツエ・ジーメルス）

参加大学：青山学院大学 4、亜細亜大学 1、桜美林大学 2、国際基督教大学 9、
埼玉大学大学院 1、上智大学 1 名、政策研究大学院大学 1 名、創価大学 4、高千穂
大学 6 名、東京大学１名、獨協大学大学院 1 名、明治学院大学 1 名、社会人 6 名
企画委員： 三牧 聖子（委員長 / 高崎経済大学経済学部国際学科准教授）
　　　　　  前田 幸男 （創価大学法学部教授・
　　　　　　　　　　 　国際基督教大学社会科学研究所研究員）
　　　　　  五野井 郁夫（高千穂大学経営学部教授・
　　　　　　　　　　　 立憲デモクラシー会呼びかけ人）　　　　 　 
　　　　　  峯村 健司（朝日新聞社編集委員国際関係・米中関係担当）
講　　師：三牧 聖子先生（高崎経済大学）
　　　　　  前田 幸男先生（創価大学）
　　　　　  五野井 郁夫（高千穂大学）
　　　　　  峯村 健司（朝日新聞社）
　　　　　  高木 徹（NHK）

    詳細▶     詳細▶

セミナー名 開催日 講師・企画（運営）委員 対象 参 加 者
定員

古田武彦記念古代史セミナー2021
「倭の五王」の時代

11月13日（土）　　
〜14日（日）

委員：荻上 紘一（実行委員長 / 大学セミナーハウス理事長）
　　　大墨 伸明、大越 邦生、荻野谷 正博、橘髙 修、 竹内 強、西坂 久和、
　　　冨川 ケイ子、和田 昌美
特別講演：河内春人

社会人、学生 未設定

第 42 回大学職員セミナー
大学マネジメントを変革するデジ
タル・トランスフォーメーション

（DX）

11月20日（土） 委員：神山 正之（委員長 / 立教大学入学センター・委員長）
　　　青木加奈子   （新島学園短期大学事務長）
　　　加藤 毅    （筑波大学大学研究センター准教授）　　
　　　黒田絵里香（慶應義塾総務部課長・協生環境推進室事務長 )
　　　田中 一平（法政大学総長室付教学企画室課長 )
　　　渡邊 正樹（中央大学学事部企画課課長 )
基調講演：神馬 豊彦　　　

大学職員 50 名

憲法を学問するⅤ
憲法理論をまもる
-樋口陽一『憲法』1992〜2021-

11月27日（土） 委員：石川 健治（委員長 / 東京大学法学部教授）
　　　蟻川 恒正（日本大学大学院教授）
　　　木村 草太（東京都立大学法学系教授）
　　　宍戸 常寿（東京大学法学部教授）
特別講義：樋口陽一

大学生、院生、
社会人

50 名

世界の中の中国と日本
現代中国理解Ⅲ
With/Post コロナの中国と世界

1 月 8 日（土） 委員：川島 真     （企画委員長 / 東京大学大学院教授）
　　　小嶋華津子（慶應義塾大学法学部教授）
　　　金野 純     （学習院女子大学国際文化交流学部教授）
　　　内藤 二郎（大東文化大学学長・教授）
　　　森 路未央（講師 / 大東文化大学外国語学部准教授）

大学生、院生、
社会人

50 名

 　2021年度主催セミナー予定

オンラインセミナー

オンラインセミナー

オンラインセミナー

ハイブリッドセミナー

留学生支援
■留学生論文コンクール 2020　選考結果
公募期間：4月1日〜 10 月 15 日　　結果発表：11 月 15 日
全国 10 大学の留学生（出身国は 3 カ国）から 11作品のご応
募がありました。

大学別：大阪経済法科大学、神奈川工科大学、九州国際大学、信州大学
拓殖大学、鳥取大学、名古屋大学、平安女学院大学、山梨大学、早稲田大学

＜留学生論文コンクール 2020 入賞作品一覧＞
金賞  　該当者なし
銀賞　  方 靖慧 （信州大学、マレーシア）政府による児童婚を根絶するための改善策
銀賞     陳 永強  （鳥取大学、中国）国際社会におけるミュージアムの役割は何か
                                                ―新型コロナウィルスを通じて再考する -
銅賞     OH HANWOONG  （九州国際大学、韓国） 
              コロナ時代の資本主義下の新たな経済パラダイムと幸福の関わりについて
奨励賞  張 璐（星槎道都大学、中国）
               ホテル経営者に求められるホスピタリティに対する異文化理解と対応
               ―宿泊者の満足度改善に向けた日中英言語別テキスト計量分析―

2021 年度 留学生支援事業
■留学生論文コンクール 2021
公募開始 4 月 1 日、  締切 10 月 15 日   結果公表 11 月１５日
審査委員：鈴木康司（大学セミナーハウス館長）、花澤聖子（神田外語大学
アジア言語学科教授）、勝又美智雄（グローバル人材育成教育学会理事長・
国際教養大学名誉教授）、孫 国鳳（大学セミナーハウス）

留学生支援事業新規企画
■「日本語論文の書き方講座」 
日本の大学あるいは大学院に
在籍する留学生を対象に卒業
論文執筆、修士論文執筆、博士
論文執筆等の指導をオンライ
ンで行っています。

講師：大下 郁子
　　　何 彬
　　　福村 真紀子

（大学セミナーハウス委嘱講師）

ハイブリッドセミナーは、会場参加とオンライン参加を同時双方向で行います。
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大学セミナーハウス　館長　鈴木康司長 室館 らか

　昨年秋、セミナーハウス・ニュースでコロナ禍を嘆いた時には、まさか
一年後の今日まで、この世界的疫病が続いているとは夢にも思いませんで
した。死者が減ってきたとはいえ、2年にわたるこの災害が世界で猛威を
振るっているのは変わりませんが、日本では幸い沈静化の方向に向かって
いるのは事実のようです。でも、これまた不思議なことに誰もこの好転化
の原因をはっきり言えないのが現状でしょう。政府の専門家委員会の尾身
会長自身も理由は5つほど考えられるとテレビで発言しておられましたが、
自信なさげではっきりしませんでした。私の友人の医者に東京都医師会の
コロナ対策委員会のメンバーがおりますので先日出会った折に尋ねてみた
のですが、結局誰にも分らないというのが正直なところだと言っておりま
した。そうなると我々素人としては何とも困ってしまうのですが、とにか
く、ウィルスが弱毒化し、ワクチン接種が進み、飲み薬が出回り、陽性者
特に重症者がどんどん減ってくれるのを望むしかないので、それによって大学セミナーハウスの宿泊者が早く戻ってくださる
のを願うばかりです。

　徒然の間にテレビを見ていて政治家や役人、専門家などの発言を聞きながらこんな感想を持ちました。この人たちはどうし
て国民にコロナ禍の現状や対策などを語るときに殊更おかしな日本語を使ったり、使う必要のないところで横文字を振り回し
たりするのだろうか。私が一番違和感を持ったのが「人流」でした。おそらく「物流」と対比するつもりでしょうが、日本に
は昔からこれを表す言葉として「人出」という表現があり、さもなければもっと語感のきれいな「人の流れ」でよいのに、な
ぜこんな耳に不快感を与える表現を使うのか疑問でした。横文字についてもいろいろありますが、かなり前からやたらに新聞
テレビに登場し政治家や役人が口にする「エビデンス」や「ダイバーシティ」なる単語があります。前者はかなり以前から使
われていますが日本語で言えば「根拠」「証拠」で十分ですし、後者は「多様性」という立派な日本語があります。
　私の専門研究分野はフランス演劇史ですから当然フランス語も長い間勉強してきましたが、外国語を深く知れば知るほど母
語である日本語をしっかり学ぶことがいかに大切か痛感しています。日本人は昔から外国語が下手だからもっと英語に馴染ま
せなければというのが文科省あたりの方針でしょうが、まず日本語を少年期からきちんと身につけさせるのが重要でしょう。
　私の恩師である前田陽一先生、この方はフランス語も英語も完璧に使われる方で、「人間は考える葦である」という言葉で誰
もが名前を知っている 17世紀フランスの哲学者パスカル研究の世界的権威でおられたのですが、日本人が外国語に弱いとい
われる理由の一つに母語である日本語でほとんどすべての学問領域を学べるからで、それは、明治維新以後、先人たちの努力
と研鑽により学術用語の日本語化が見事になされてきたから、他のアジア諸国のように英語やフランス語などを学ばなくても
学術研究ができた、医学用語だけはラテン語やドイツ語の力を借りなければならなかったから医者はドイツ語を学んだのだと
話されたことがあります。今ならこれに科学全般の英語、特にコンピュータ用語や人工知能研究の術語を加えるべきでしょう。
　そうなると政治家たちが必要もないのに横文字のカタカナ用語をつかい、日本語も怪しいのに、例えば何人もの首相が「み
ぞゆう」（未曾有）、「でんでん」（云々）、「まいかたし」（枚方市）などギョッとする読み方を披露しましたし、使い方は間違わ
なくてもどこかの知事さんはやたらに上から目線で横文字を使います。理由はカタカナ英語を使えばインパクトを与え、偉そ
うに見えるからでしょうか。相手を煙に巻くとの効果もあるかもしれません。日頃日本文化の伝統を誇り、日本文化の優越性
を宣伝するかのように語る人々がこれでは、いったい何なのだと我々高齢者は思うしかありません。どうか日本語で十分意思
疎通ができる場合は立派な日本語を使用してほしいものです。それが結局この方々の日本語理解を深めるのですから。

 　大学セミナーハウスの新しいエンブレムを制作しました。
　中央のシンボルマーク「七枚の葉」は創建当時あった七つの
宿舎群、緑豊かな自然環境、若者が集うここセミナーハウスを
象徴するものとして建築設計を担当した U 研究室が考案され
たものです。マークに込められた創立の理念をこれからも大切
に守り続けていきたいと思います。 大学セミナーハウス新エンブレム

広報室より


